
文化週間 あったか市が開かれました

令和7年12月25日

重要なお知らせがあります。

デマンドタクシー事業が２０２６年３月３１日で終了します。
平成２３年から運営してきましたデマンドタクシー事業が来年３月末で役割を終えることになりました。利用者も
減少し、（ちなみに11月の利用者は４名でした。）市比野タクシーさんからも撤退の意向があり（運転手さんの確
保が困難）、事業の継続が難しい状況になりました。現在、代替の事業を模索していますが、令和８年度から実
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今まで、ご利用していただき有難うございました。

利用は制度の主旨に合わない（バス路線の廃止に繋がりかねない、もしくは民業圧迫の恐れがある）とい
うことで利用できませんでした。（途中で実費のタクシー料金になります。）様々な不便さを乗り越えながら、

施できるか未定の状態です。今、利用していただいている方々には、ご迷惑をおかけしまして、大変申し訳ござ
いませんが、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

維持（当地区の場合はバス路線になります。）を図ること』となっています。現在、地区内を走る樋脇・入来
コースとは別の路線に乗るために、東郷・樋脇までは利用可能になっています。しかし、川内市街地までの

この事業を振り返りますと、当初から色々の方のご尽力によりはじまりました。

地区民の足として定着してきましたが、残念ながら、今回で終了ということになります。

この事業は国の補助金で利用料金（タクシー料金）の半額が補助されます。その条件は基本的に『自宅から
２～３人乗り合わせて近くのバス停までの利用』となっています。その目的は国の政策として、『交通体系の
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あったかクラブ主催でコミセン近辺が大勢の人でにぎわいました。

自分たちで収穫した米で餅つきをしました。美味しかったです。

平佐東小のお兄さんお姉さんの作品をみてます

見学にきた あさひ保育園の先生と園児さん

福祉部会の展示コーナー

あさひ保全、あさひ保育園、あゆみサークル

レキバナ会「地区の歴史」、吉村さんの竹灯籠



　　　る。

楠元上自治会　表彰

　　　　「小鹿倉城」はいずれも”久住城の砦”というとある。　　　　
 ④　わが平佐東地区は、入来院氏領内の辺境にあり、周辺の勢力と対抗し、抗争・戦（いくさ）をする機会が多かっ
　　　　た。特に、川内川を挟んで東郷氏と対峙し、対戦していたのではないでしょうか。
 ⑤　川内川は、渋谷氏一族が薩摩地方に入って来た時以来の交通路だった。その後も同様に生活物資等の重要
　　　なルートだった。その際に川内川と樋脇川を伝って入来領内の往来があったことでしょう。『樋脇町史』や『入来
　　　町史』にもその状況を見ることができます。川内川と樋脇川の合流点が戸田であり、戸田の小字に「船戸」があ
　　　る。『樋脇町史』には「郷内の市場が”仮屋崎”（樋脇川と川内川の合流地点、川内市中村町）にあった」と伝わ

 ⑥　戸田観音のある観音山は、”戸田石”と称される溶結凝灰岩の石切り場跡（だから「戸田観音石塔群」も出現した
　　  か！）との資料に最近接した。樋脇川の湾曲した淵は切石の積み出しに都合のよい場所であったとされる。
　　 「楠元石」より古く「戸田石」があったのでしょうか。　　　　

結局、平佐東地区には６～７個所に城館（城跡）があったことになる。これは旧川内市（薩摩川内市以前）内でも

の他にも鹿児島県教育委員会が発行した『鹿児島県の中世城館跡』ー中世城館跡調査報告書ー（調査は昭和５９
年度）には長野の寺之段に「清水城（きよみずじょう）」があったと掲載されている。さらにこの調査員であった江ノ口
汎生氏は、吉野山「宮ケ原」に「萩原城（仮称）」があったとする「報告書」を提出されている。ところが残念ながら、最終
の「報告書」には掲載されなかった（取り上げられなかった）ようである。

これまでに３つの「城址」を連載しました。加えて第７回で「久住城址」を第９回で「楠元城址」も紹介しました。そ

第３３回　平佐東レキバナ（歴史話）講話　（茶圓三洋さん）
　　　　　　平佐東地区になぜか　『中世城館跡』　が多い？‼

 ①　最初にできたのは、楠元城です。関東から薩摩に入ってきた渋谷一族（６人兄弟）のひとり（5子）定心（じょうしん）

多い方である。今回は、この謎解きに挑戦します。まったくの私見（個人的な見解）ですが　・・・　①～③　は資料に

 ③　江戸時代の『三国名勝図会』には、久住城の東に「野首城（倉野）」、西の「雲之上城」、北西の「清水城」、北の

　    は、現在の入来町元村に居を構えた。楠元城は定心の第1子”重純（しげずみ）”が城主となって、号（本名や
　　　別名のほかに使う風流な名前）を”楠元（楠本）”と名乗った。これが現在の地名である。
 ②　続いて、定心（第1代）から続く第8代の重長（しげなが）の第3子（幼名”左馬介、後に「刑部少輔」本名「岩出輔共」

　　 が居城したのが久住城。岩出輔共から共経まで三代続いたので別名「岩出城」ともよばれるとある。

による。④～⑥は全くの私見。

☆ 1月慰霊碑掃除当番 ・・・飯母自治会

１２月 ２６日（金） 御用納め

２７日（土）

～ 冬季休館

１月 ４日（日）

５日（月） 御用始め

１０日（土） 出初式

１７日（土） 平佐東福祉サロン

18日 （日） 第８回 史跡巡りウオーキング

なるべく乗り合わせでの、ご利用を

お願いします。

１人 片道 ３００円

さようなら デマンドタクシー

令和８年３月３１日終了

平佐東地区
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社協から優秀協力団体の表彰を受けました

花壇コンクール 最優秀賞 吉野山 優秀賞 楠元下・戸田

おめでとうございます

花壇コンクールの表彰がありました


